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日
蓮
聖
人
・
小
松
原
法
難
の
刀
傷
に
つ
い
て

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
嘱
託
）

石

川

修

道

文
永
元
年

日
蓮
聖
人
三
十
九
歳
の
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
七
月
十
六
日
、
鎌
倉
幕
府
の
北
条
時
頼
・
前
執
権
に
立
正
安
国
論
を
献
白
し
、
宗
教

と
国
家
の
関
係
を
論
じ
た
。
幕
府
の
反
応
は
八
月
二
十
七
日
、
松
葉
谷
草
庵
の
焼
打
ち
と
い
う
形
で
現
わ
れ
た
。
鎌
倉
の
街
中
で
布
教
活

動
の
日
蓮
聖
人
は
、
四
十
歳
の
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
五
月
十
二
日
、
伊
豆
へ
配
流
さ
れ
た
。
彼
の
地
に
於
い
て
四
恩
抄
、
顕
謗
法
抄

等
を
顕
わ
し
、
聖
寿
四
十
二
歳
の
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
二
月
二
十
二
日
、
流
罪
を
赦
免
さ
れ
た
。
伊
豆
に
於
い
て
伊
東
八
郎
左
衛

門
、
江
川
太
郎
左
衛
門
、
船
守
弥
三
郎
、
仁
田
の
新
田
五
郎
重
綱
（
小
野
寺
氏
・
日
目
上
人
実
父
）
な
ど
を
教
化
し
て
教
線
を
拡
張
し

た
。
鎌
倉
に
戻
っ
た
日
蓮
聖
人
の
宗
教
活
動
に
感
激
し
た
鎌
倉
武
士
が
入
信
し
、
ま
た
安
房
国
の
東
條
御
厨
の
施
陀
羅
と
有
縁
あ
る
鎌
倉

在
住
の
非
人
達
も
宗
祖
の
教
説
を
聴
聞
し
入
信
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
文
応
元
年
八
月
二
十
七
日
の
松
葉
谷
焼
打
ち
の
法
難
に

は
、
鎌
倉
在
住
の
非
人
の
核
と
な
る
人
々
が
、
白
猿
に
擬
し
て
日
蓮
聖
人
を
外
護

げ

ご

し
て
い
る
。（
注
１
）
こ
の
時
期
の
安
房
国
で
は
、
念

仏
信
者
の
地
頭
・
東
條
景
信
と
法
華
信
者
の
領
家
尼
御
前
の
領
地
問
題
、
清
澄
寺
の
飼
鹿

カ
イ
シ
シ

問
題
で
両
者
の
対
立
関
係
の
影
響
下
に
あ
っ

た
。
高
木
豊
氏
は
、
こ
の
両
者
の
対
立
と
日
蓮
聖
人
が
領
家
尼
を
応
援
指
導
し
て
、
問
註
（
裁
判
）
し
、
本
尊
釈
尊
の
手
に
勝
訴
の
起
請

文
を
結
び
祈
願
し
た
時
期
を
建
長
五
、
六
年
頃
と
す
る
が
（
日
蓮

そ
の
行
動
と
思
想
）、
時
期
尚
早
す
ぎ
る
。
や
は
り
宗
祖
に
鎌
倉
武

士
が
帰
依
し
、
富
木
、
池
上
、
四
條
氏
な
ど
の
助
言
意
見
（
訴
訟
書
式
、
手
続
等
）
を
参
考
し
て
問
註
（
裁
判
）
し
た
と
、
考
え
る
方
が

無
理
が
な
い
。
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
六
月
の
四
條
金
吾
の
領
地
問
題
の
「
頼
基
陳
状
」
に
は
、
日
蓮
聖
人
は
陳
状
（
訴
状
）
の
書
き
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手
ま
で
も
「
大
学
の
三
郎
殿
か
、
瀧
の
太
郎
殿
か
、
富
木
殿
か
に
、
い
と
ま
に
随
ヒ
て
か
か
せ
、
あ
げ
さ
せ
給
フ
べ
し
。」
と
、（
注
２
）

配
慮
し
指
定
し
て
い
る
。
建
長
期
の
宗
祖
の
活
動
は
ま
だ
単
独
布
教
が
中
心
で
、
地
頭
東
條
景
信
を
相
手
に
問
註
（
裁
判
）
す
る
に
は
、

後
方
支
援
が
不
充
分
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
後
の
布
教
活
動
に
よ
り
鎌
倉
有
力
武
士
も
入
信
し
、
宗
祖
の
社
会
活
動
が
顕
著
に
な
り
、
立

正
安
国
論
献
白
と
伊
豆
法
難
へ
と
連
動
す
る
の
で
あ
る
。

伊
豆
法
難
赦
免
後
の
日
蓮
聖
人
の
許
に
、
故
郷
よ
り
聖
母
重
篤
の
報
が
あ
り
、
宗
祖
は
四
十
三
歳
の
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
八
月
帰

郷
す
る
。
可
延
定
業
御
書
に
示
さ
れ
る
如
く
、

「
さ
れ
ば
日
蓮
悲
母

は

は

を
い
の
り
て
候
ヒ
し
か
ば
、
現
身
に
病
を
い
や
す
の
み
な
ら
ず
、
四
箇
年
の
寿
命
を
の
べ
た
り
」（
注
３
）

と
、
母
（
妙
蓮
）
の
蘇
生
と
延
寿
の
宗
教
的
体
験
を
経
て
、
宗
祖
は
生
国
を
弘
教
す
る
の
で
あ
る
。

「
安
房
国
長
狭
郡
東
條
花
房
ノ
郷
於
テ二
蓮
華
寺
ニ一
対
シ
テ

二

于
浄
円
房
ニ一
日
蓮
阿
闍
梨
註
スレ
之
ヲ
。
文
永
元
年
甲子
九
月
二
十
二
日
。」（
注
４
）

文
永
元
年
九
月
二
十
二
日
に
は
、
花
房
の
蓮
華
寺
に
浄
円
房
を
訪
ね
、「
当
世
念
仏
者
無
間
地
獄
事
」
を
説
い
て
い
る
。
宗
祖
の
聖

父
・
貫
名
重
忠
（
妙
日
）
は
す
で
に
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
二
月
十
四
日
に
歿
し
て
い
る（
別
統
）。
日
蓮
聖
人
は
、
親
と
仏
法
と
の
え

に
し
（
縁
）
を
感
激
し
て
説
く
。

「
人
身
を
う
く
る
事
は
ま
れ
な
り
。
巳
に
ま
れ
な
る
人
身
を
う
け
た
り
、
又
あ
ひ
が
た
き
は
仏
法
、
是
レ
又
あ
へ
り
。
同
シ
仏
法
の
中
に

も
法
華
経
の
題
目
に
あ
ひ
た
て
ま
つ
る
。
結
句
題
目
の
行
者
と
な
れ
り
。
…
…
不
思
議
の
日
蓮
を
う
み
出
タ
せ
し
父
母
は
日
本
国
の
一

切
衆
生
の
中
に
は
大
果
報
の
人
也
。
父
母
と
な
り
其
ノ
子
と
な
る
も
必
ス
宿
習
な
り
。
若
シ
日
蓮
が
法
華
経
・
釈
迦
如
来
の
御
使
な
ら
ば

父
母
あ
に
其
故
な
か
ら
ん
や
、
例
せ
ば
妙
荘
厳
王
・
浄
徳
夫
人
・
浄
蔵
・
淨
眼
の
如
し
。
釈
迦
・
多
宝
の
二
仏
、
日
蓮
が
父
母
と
変
じ

給
フ
か
。」（
注
５
）

こ
の
文
永
元
年
と
い
う
年
は
、
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「
文
永
元
年
甲子
七
月
四
日
彗
星
出
テニ
東
方
ニ一
余
光
大
体
及
フニ
一
国
ニ一
。
此
又
始
レ
世
巳
来
所
ノレ
無
キ
凶
瑞
也
。」（
注
６
）

「
正
嘉
元
年
太
歳

丁
巳

八
月
二
十
三
日
戌
亥
の
刻
の
大
地
震
と
、
文
永
元
年
太
歳

甲
子
七
月
四
日
の
大
彗
星
。
此
等
は
仏
滅
後
二
千
二
百
余
年
の
間

未
だ
出
現
せ
ざ
る
大
瑞
也
。」（
注
７
）

撰
時
抄
に
は
「
正
嘉
の
大
地
震
、
一
天
を
罰
す
る
文
永
の
大
彗
星
等
な
り
。
…
…
天
い
か
ら
せ
給
ヒ
て
い
だ
さ
せ
給
フ
と
こ
ろ
の
災
難
」

（
注
８
）
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
に
は
「
青
天
眼
ヲ
瞋
ラ
シ
テ
此
ノ
国
ヲ
睨
ミ
、
黄
地
ハ
憤
リ
ヲ
含
ン
デ
大
地
ヲ
震
ハ
ス
」（
注
９
）
と
い

う
天
変
、
異
常
現
象
の
年
で
あ
っ
た
。
し
か
も
日
蓮
一
門
の
東
條
へ
の
入
郷
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

「
地
頭
東
條
左
衛
門
尉
景
信
と
申
せ
し
も
の
、
極
楽
寺
殿
・
藤
次
左
衛
門
入
道
、
一
切
の
念
仏
者
に
か
た
ら
は
れ
て
度
々
の
問
註
あ
り

て
、
結
句
ハ
合
戦
起
リ
て
候
上
、
極
楽
寺
殿
の
御
方
人
か
た
う
ど

理
を
ま
げ
ら
し
か
ば
、
東
條
の
郷
ふ
せ
（
塞
）
が
れ
て
入
ル
事
な
し
。
父
母
の
墓

を
見
ず
し
て
数
年
な
り
。」（
注

）

そ
し
て
天
台
密
教
系
の
清
澄
寺
、
二
間
寺
が
東
條
景
信
の
「
飼
鹿

か
い
し
し

狩
り
」
問
題
を
契
機
に
し
て
念
仏
化
を
強
制
さ
れ
る
情
勢
で
あ
っ

た
。「
日
蓮
が
父
母
等
に
恩
を
か
ほ
ら
せ
た
る
」
領
家
の
尼
に
日
蓮
聖
人
は
味
方
（
か
た
う
ど
）
と
な
り
、
本
尊
釈
迦
牟
尼
如
来
の
手
に

勝
訴
の
起
請
文
を
結
び
祈
願
す
る
の
で
あ
る
。

「
東
條
景
信
が
悪
人
と
し
て
清
澄
の
か
い
し
ゝ
（
飼
鹿
）
等
を
か
り
（
狩
）
と
り
、
房
々
の
法
師
等
を
念
仏
者
の
所
従
に
し
な
ん
と
せ
し

に
、
日
蓮
敵
を
な
し
て
領
家
の
か
た
う
ど
（
方
人
）
と
な
り
、
清
澄
・
二
間
の
二
箇
の
寺
、
東
條
が
方
に
つ
く
な
ら
ば
日
蓮
法
華
経
を
す

て
ん
と
、
せ
い
じ
や
う
（
精
誠
）
の
起
請
を
か
い
て
、
日
蓮
が
御
本
尊
の
手
に
ゆ
い
（
結
）
つ
け
て
い
の
り
て
、
一
年
が
内
に
両
寺
は
東

條
が
手
を
は
な
れ
候
し
な
り
。
此
事
は
虚
空
蔵
菩
薩
も
い
か
で
か
す
て
さ
せ
給
フ
べ
き
。」（
注

）
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日
蓮
聖
人
の
祈
願
に
よ
り
領
家
尼
の
勝
訴
。
清
澄
寺
・
二
間
寺
も
安
堵
さ
れ
、
東
條
入
郷
の
禁
も
解
か
れ
た
。
以
上
が
文
永
元
年
の
情

勢
で
あ
る
。小

松
原
法
難

同
年
十
一
月
十
一
日
、
浄
円
房
の
住
す
る
花
房
蓮
華
寺
で
布
教
さ
れ
た
日
蓮
聖
人
は
、
天
津
領
主
・
工
藤
左
近
将
監
吉
隆
の
請
に
応
じ

東
條
郷
の
小
松
原
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
事
件
は
起
き
た
。

「
今
年
も
十
一
月
十
一
日
、
安
房
国
東
條
ノ
松
原
と
申
ス
大
路
に
し
て
、
申
酉
の

時
、
数
百
人
の
念
仏
等
に
ま
ち
か
け
ら
れ
候
て
、
日
蓮
は
唯
一
人
、
十
人
ば
か

り
、
も
の
ゝ
要
に
あ
ふ
も
の
は
わ
づ
か
に
三
四
人
也
。
い
る
や
（
矢
）
は
ふ
る

あ
め
（
雨
）
の
ご
と
し
、
う
つ
た
ち
（
太
刀
）
は
い
な
づ
ま
（
雷
）
の
ご
と

し
。
弟
子
一
人
は
当
座
に
う
ち
と
ら
れ
、
二
人
は
大
事
の
て
に
て
候
、
自
身
も

き
ら
れ
、
打
タ
れ
、
結
句
に
て
候
し
程
に
、
い
か
が
候
け
ん
。
う
ち
も
ら
さ
れ

て
い
ま
ま
で
い
き
て
は
べ
り
。
い
よ
い
よ
法
華
経
こ
そ
信
心
ま
さ
り
候
へ
。」

（
注

）

申
酉
（
夕
五
時
）
の
時
、
宗
祖
の
一
行
十
名
計
り
の
集
団
が
、
念
仏
徒
・
東
條

景
信
の
一
団
に
襲
わ
れ
た
。
射
る
矢
は
雨
の
如
く
、
打
つ
太
刀
は
雷
の
如
く
多
数

の
襲
撃
で
あ
る
。
東
條
景
信
は
鎌
倉
幕
府
の
北
条
一
門
で
あ
る
極
楽
寺
殿
・
北
条

重
時
に
属
す
る
地
頭
で
、
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
に
い
う
領
地
問
題
で
「
合
戦
」
経

験
の
武
士
で
あ
る
。
東
條
方
が
狙
う
の
は
日
蓮
聖
人
の
命
で
あ
る
。
そ
れ
と
一
際

ひ
と
き
わ

小松原法難
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大
き
く
強
靭
の
鏡
忍
房
に
集
中
的
に
矢
が
「
降
る
雨
の
如
く
」
放
た
れ
た
筈
で
あ
る
。
伝
説
に
よ
る
と
剛
力
無
双
の
鏡
忍
房
は
若
い
松
を

引
き
抜
き
、
十
数
人
を
倒
し
た
と
言
う
。
ま
た
も
や
射
矢
が
鏡
忍
房
に
集
中
し
、
日
蓮
聖
人
を
衛
護
し
つ
つ
「
弟
子
一
人
は
当
座
に
討
ち

取
ら
れ
」
て
討
死
し
た
の
で
あ
る
。「
二
人
は
大
事
の
て
に
て
候
」
と
言
わ
れ
る
重
傷
の
二
人
と
は
、
日
蓮
聖
人
註
画
讃
に
よ
る
と
「
乗

観
房
と
長
英
房
」
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
、
武
士
の
み
な
ら
ず
一
般
人
も
武
器
の
所
有
を
認
め
ら
れ
た
時
代
に
、
僧
侶
が
護
身
用
に
刀
剣
を

所
持
す
る
事
は
当
然
あ
っ
た
。
日
蓮
聖
人
は
刀
剣
に
関
す
る
知
識
が
深
く
、
弥
源
太
殿
御
返
事
に
は

「
御
祈
祷
の
た
め
に
御
太
刀
同
ク
刀
あ
は
せ
て
二
ツ
送
リ
給
は
て
候
。
此
太
刀
は
し
か
る
べ
き
か
ぢ
（
鍛
匠
）
作
ク
リ
候
か
と
覚
へ
候
。
あ

ま
く
に
（
天
国
）、
或
は
鬼
き
り
（
切
）、
或
は
や
つ
る
ぎ
（
八
剣
）、
異
朝
に
は
か
む
し
や
う
ば
く
や
（
于
将
莫
耶
）
が
剣
に
爭
テ
か

こ
と
な
る
べ
き
や
。
此
を
法
華
経
に
ま
い
ら
せ
給
フ
。
殿
の
御
も
ち
の
時
は
悪
の
刀
、
今
仏
前
へ
ま
い
り
ぬ
れ
ば
善
の
刀
な
る
べ
し
。」

（
注

）

さ
ら
に
行
敏
訴
状
御
会
通
に
は
涅
槃
経
金
剛
身
品
第
五
の
「
善
男
子
、
正
法
ヲ
護
持
ス
ル
者
ハ
五
戒
ヲ
受
ケ
ズ
、
威
儀
ヲ
修
セ
ズ
、
刀

剣
・
弓
箭
・
鉾
槊
ヲ
持
ツ
ベ
シ
」
の
文
を
受
け
て
、

「
為
ノニ
法
華
経
守
護
ノ一
弓
箭
兵
杖
ハ
仏
法
ノ
定
ム
ル
法
也
。
例
セ
ハ
如
シ下
国
王
為
ニニ
守
護
ノ一
集
ム
ル

中

刀
杖
ヲ上
」（
注

）

の
如
く
、
宗
祖
は
正
法
護
持
の
た
め
の
刀
剣
・
弓
矢
・
鉾
等
の
武
器
所
持
は
否
定
し
な
い
の
で
あ
る
。
松
葉
ヶ
谷
草
庵
に
は
正
法
護
持
の

た
め
必
要
な
武
具
は
装
備
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
極
楽
寺
良
観
は
「
凶
徒
ヲ
室
中
ニ
集
ム
ル
」
と
訴
え
た
の
で
あ
る
。
日

蓮
聖
人
は
臨
終
に
際
し
て
の
「
御
遺
物
配
分
事
」
に
よ
る
と
、
身
延
期
の
日
蓮
聖
人
は
馬
を
六
頭
所
有
し
て
い
る
。
こ
の
数
は
、
合
戦
時

に
お
け
る
鎌
倉
有
力
武
士
が
合
戦
馬
と
、
そ
の
乗
り
替
え
馬
の
数
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
日
蓮
聖
人
は
法
華
経
行
者
の
弘
通
に
お
け
る
安
全

保
障
の
確
保
認
識
を
シ
ッ
カ
リ
把
え
て
い
る
。
弘
安
二
年
十
月
の
聖
人
御
難
事
に
よ
る
と
、
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「
文
永
十
一
年
甲子
十
一
月
十
一
日
、
日
蓮
頭コ
ウ
ベ

に
き
ず
を
か
ほ
り
、
左
の
手
を
打
チ
を
ら
る
。」（
注

）

岡
宮
光
長
寺
蔵
の
中
老
僧
日
法
上
人
筆
「
御
法
門
御
聞
書
」
に
よ
る
と
、

「
十
一
月
十
一
日
ニ
ハ
頭
ニ
被
リレ
疵
ヲ
被
レニ
左
手
ヲ
打
チ
折
一
…
…
射
ラ
レ
切
ラ
レ
打
レ
給
シ
事
、
矢
ハ
シ
ヲ
ツ
ク
カ
如
ク
打
刀
ハ
イ
ナ
ヒ
カ
リ
ノ

如
シ
」

右
同
の
紙
背
文
書
に
よ
る
と
、

「
数
百
人
ノ
念
仏
者
等
取
リ
籠
ミ
給
フ

御
弟
子
一
人
ハ
打
タ
ル
、
二
人
大
事
ノ
疵
ヲ
負
ヒ
給
タ
リ
シ
ハ
此
ノ
時
ノ
疵
也
。
左
ノ
ヒ
ヂ
ヲ
打
チ
ヲ
ラ
レ
此
外

ア
マ
タ
所
ニ
御
疵
ア
リ
。」

日
蓮
聖
人
註
画
讃（
本
圀
寺
版
）
に
は
、

「
鏡
忍
房
ハ
害
サ
レ
、
乗
観
房
長
英
房
蒙
リ二
大
疵
ヲ一
、
景
信
切
ニ
尊
師
ノ
左
頭
一

欲
ス
ル

レ

刎
ン
ト

レ

頸
ヲ
時
刀
折
レ
又
有
ニ
射
疵

い
き
ず

一

又
打
ニ

折
ラ
レ
左

手
ヲ一

及
加
刀
杖
者
ノ
難
ト
ハ
是
也
。」

以
上
の
文
献
に
よ
る
と
、
日
蓮
聖
人
の
体
に
は
致
命
傷
に
至
ら
な
い
矢
疵
が
幾
つ
も
有
っ
た
事
が
判
る
。
打
傷
は
多
数
、
左
肘
は
骨

折
、
そ
し
て
頭
部
に
刀
傷
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

体
の
諸
所
に
打
撲
、
矢
疵
を
負
い
、
左
肘
を
骨
折
し
た
日
蓮
聖
人
は
松
原
を
逃
げ
惑
う
。
宗
祖
の
天
津
到
着
の
遅
き
を
察
し
て
迎
え
に

向
っ
た
工
藤
吉
隆
と
家
臣
た
ち
は
、
小
松
原
の
戦
場
に
加
勢
に
入
っ
た
。
ま
さ
に
合
戦
で
あ
る
。
工
藤
吉
隆
は
敵
刃
に
倒
れ
、
鏡
忍
房
は

多
勢
を
な
ぎ
倒
し
な
が
ら
致
命
傷
を
負
い
落
命
し
た
。
北
浦
忠
吾
、
忠
内
は
主
人
の
工
藤
吉
隆
を
か
ば
い
奮
戦
す
る
。
暗
闇
の
中
、
い
ず
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こ
か
ら
現
わ
れ
た
若
き
出
家
僧
が
獅
子
奮
迅
と
闘
い
、
日
蓮
聖
人
を
守
り
抜
い
て
い
る
。
こ
の
人
々
が
日
蓮
聖
人
の
外
護

げ

ご

集
団
で
あ
る
。

宗
祖
と
同
じ
非
人
（
旃
陀
羅
）
層
の
山
窩

サ
ン
カ

出
身
の
修
験
道
山
伏
系
の
人
々
で
あ
る
。
紀
野
一
義
師
は
彼
等
を
「
道
々
の
人
々
」
と
名
称
し

て
い
る
。（
注

）
鏡
忍
房
の
配
下
に
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
華
経
房

カ
キ
ヨ
ウ

二
神
」
は
尊
崇
さ
れ
、
本
山
・
藻
原
寺
に
祀
ら
れ
て
い

る
。小

松
原
法
難
は
旧
暦
の
十
一
月
十
一
日
・
申
酉
の
刻
。
現
在
の
十
二
月
十
二
日
の
午
後
五
時
頃
で
あ
る
。
暗
闇
の
合
戦
で
松
灯
が
無
け

れ
ば
相
手
を
認
知
で
き
な
い
。
註
画
讃
を
見
る
と
宗
祖
の
弟
子
は
投
石
で
応
戦
し
て
い
る
。
外
護
集
団
が
応
戦
中
、
宗
祖
の
周
り
が
空か

ら

に

な
っ
た
瞬
間
、
東
條
景
信
は
馬
上
か
ら
宗
祖
目
掛
け
て
太
刀
を
振
り
下
し
た
。
日
蓮
聖
人
の
頭
よ
り
鮮
血
迸

ほ
と
ば
し

り
、
槙ま
き

の
下
に
追
い
つ
め

ら
れ
た
。
註
画
讃
で
は
宗
祖
は
中
啓
で
防
御
し
て
い
る
。
又
は
念
珠
で
太
刀
を
受
け
、
念
珠
の
親
玉
に
傷
跡
あ
り
と
い
う
。（
中
山
法
華

経
寺
宝
物
）

工
藤
吉
隆
討
死
の
報
に
一
族
五
十
騎
が
馳
け
つ
け
、
天
津
の
工
藤
館
に
宗
祖
を
避
難
頂
い
た
と
註
画
讃
は
語
る
。

「
工
藤
左
近
丞
依
リレ
被
ル
ニ

レ

害
、
一
族
五
十
余
騎
馳
来
リ
、
送
ニ
元
祖
ヲ
於
天
津
之
宿
所
ニ一
療
シレ
疵
ヲ
帰
ルレ
倉
ニ
。
景
信
ハ
者
不
シ
テ

レ

経
ニ
時
節
ヲ一

死
ス
。
是
ハ
十
羅
刹
女
ノ
責
、
例
セ
ハ
如
三
天
竺

賓
国
之
檀
弥
羅
王
斬
ル
ガ

ニ

獅
子
尊
者
ノ
頭
ヲ一
、
王
尋つ

い
で

病
七
日
而
死
」

東
條
景
信

日
蓮
聖
人
註
画
讃
に
よ
る
と
、
馬
上
の
東
條
景
信
は
両
手
で
し
っ
か
り
刀
柄つ
か

を
握
り
「
景
信
切
リニ
尊
師
ノ
左
頭
ヲ一
、
欲
ス
ル

レ

刎
レ
頸
ヲ
時
刀

折
レ
」
と
あ
る
。
一
の
太
刀
、
二
の
太
刀
で
宗
祖
の
頭
を
割
る
鋭
い
振
り
下お

ろ

し
で
あ
っ
た
。
一
の
太
刀
で
は
日
蓮
聖
人
は
瞬
間
う
し
ろ
に

下さ
が

り
太
刀
の
刀
先
は
さ
き

を
躱か
わ

し
た
。
し
か
し
太
刀
の
先
端
「

子
ぼ
う
し

」
が
聖
人
の
前
頭
部
を
切
傷
し
た
。
こ
れ
が
小
湊
誕
生
寺
祖
師
像
左
頭
の
刀

傷
で
あ
る
。
槙ま

き

の
木
に
追
い
つ
め
ら
れ
、
後う
し
ろ

に
下さ
が

れ
な
い
聖
人
に
景
信
の
二
の
太
刀
が
降
っ
た
。
聖
人
は
咄
嗟
に
「
し
ゃ
が
み
込
む
」

姿
勢
を
と
り
、
割
頭
の
太
刀
を
逃
れ
た
。
だ
が
刃
先
「

子
ぼ
う
し

」
は
聖
人
の
右
側
頭
部
を
把
え
て
い
た
。
大
量
の
出
血
が
あ
り
、
聖
人
の
法
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衣
、
袈
裟
ま
で
赤
く
染
め
た
。
こ
れ
が
日
朗
上
人
の
弟
子
・
本
浄
阿
闍
梨
日
澄
（
形
善
院

）
所
持
の
祖
師
像
で
大
阪
の
高
槻

本
澄
寺
「
厄
除
祖
師
」
で
あ
る
。
註
画
讃
は
日
蓮
聖
人
が
中
啓
で
景
信
の
太
刀
を
防
ぐ
様
子
を
描
い
て
い
る
が
、
実
際
は
前
述
の
涅
槃
経

に
言
う
「
刀
杖
」
又
は
「
手
鉾ほ

こ

」
で
防
御
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
蓮
聖
人
よ
り
日
持
上
人
へ
「
御
遺
物
配
分
」
さ
れ
た
一
ツ
が
「
手

鉾
」
で
あ
る
。
平
安
・
鎌
倉
時
代
、
非
人
層
の
「
放
免
」
が
所
持
し
た
武
器
で
「
法
然
上
人
絵
伝
」
に
描
か
れ
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
の
外

護
集
団
ま
た
は
侍
者
が
持
参
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
蓮
聖
人
防
御
の
手
鉾
と
景
信
の
太
刀
が
激
し
く
当
り
「
欲
ス
ル

レ

刎
ン
ト

レ

頸
ヲ
時

刀
折
」（
註
画
讃
）
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
日
蓮
聖
人
は
東
條
景
信
を
一
喝
し
た
。
日
蓮
聖
人
の
頭
上
に
鬼
子
母
神
・
十
羅
刹
女
が

現
わ
れ
景
信
を
鬼
形
で
睨
み
付
け
た
。
驚
愕
し
た
景
信
は
落
馬
、
気
絶
し
七
日
後
に
没
し
た
と
伝
わ
る
。
日
蓮
聖
人
の
大
音
声
は
、
聞
く

者
の
魂
を
揺
さ
ぶ
る
天
動
地
唸
の
迫
力
で
あ
る
。「
日
蓮
さ
き
が
け
し
た
り
、
わ
と
う
ど
も
（
我
党
共
）
二
陣
三
陣
つ
づ
き
て
」
と
叫

び
、「
日
蓮
大
高
声
を
放
チ
て
申
ス
。
あ
ら
お
も
し
ろ
や
平
ノ
左
衛
門
が
も
の
に
く
る
う
を
見
よ
、
と
の
ば
ら
（
殿
原
）
但
今
ぞ
日
本
国
の

柱
を
た
を
す
」
と
種
々
御
振
舞
抄
に
記
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
報
恩
抄
に
は
、
東
條
景
信
と
彼
を
支
持
し
た
清
澄
の
住
僧
、
円
智
房
・
実

城
房
が
鬼
子
母
神
・
十
羅
刹
女
の
罰
に
よ
り
早
死
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

「（
道
善
房
ハ
）
地
頭
景
信
が
を
そ
ろ
し
と
い
ゐ
、（
中
略
）
円
智
・
実
城
が
上
と
下
と
に
居
て
（
道
善
房
ヲ
）
を
ど
せ
し
を
、
あ
な
が
ち

（
強
）
に
を
そ
れ
て
い
と
を
し
と
を
も
う
と
し
（
年
）
ご
ろ
の
弟
子
等
を
だ
に
も
、
す
て
ら
れ
し
人
な
れ
ば
後
生
は
い
か
ん
が
と
疑

う
。
但
一ひ

と
つ

の
冥
加
に
は
景
信
と
円
智
・
実
城
と
が
さ
き
に
ゆ
き
（
逝
）
し
こ
そ
、
一
の
た
す
か
り
と
は
を
も
へ
ど
も
、
彼
等
は
法
華

経
の
十
羅
刹
の
せ
め
を
か
ほ
り
て
は
や
く
失う

せ

ぬ
」（
注

）

四
信
五
品
抄
に
は
「
相
州
ハ
（
幕
府
）
流
罪
シ
テ

ニ

日
蓮
ヲ一

百
日
ノ
内
ニ
遇
ヘ
リ

ニ

兵
乱
ニ一
。
経
ニ
云
フ
…
…
此
人
現
世
得
ンニ
白
癩
病
ヲ一
及
至
諸
悪
重

病
ア
ル
ヘ
シ
。
…
…
明
心
○

○
ト
与
と
ハ

ニ

円
智
○

○
一
現
ニ
得
ニ
白
癩
ヲ一
。」（
注

）
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東
條
家
の
人
々

筆
者
が
東
條
家
子
孫
の
方
と
東
日
本
橋
で
会
談
し
た
の
は
平
成
五
年
十
一
月
で

あ
る
。
東
條
秀
隆
氏
は
小
柄
な
が
ら
気
迫
の
有
る
お
方
で
あ
っ
た
。
日
蓮
聖
人
の

清
澄
立
教
開
宗
の
時
か
ら
の
法
敵
で
あ
る
東
條
景
信
は
、
日
蓮
聖
人
に
「
日
蓮
が

仏
に
な
ら
ん
第
一
の
か
た
う
ど
は
景
信
」（
注

）
と
言
わ
し
め
る
人
物
で
あ

る
。江

戸
時
代
、
東
條
家
は
徳
川
家
旗
本
と
し
て
九
段
の
馬
場
（
現
・
靖
国
神
社
）

下
の
神
田
神
保
町
に
住
し
て
い
た
。
今
の
専
修
大
学
辺
り
で
あ
る
。
大
正
十
二
年

の
関
東
大
震
災
に
は
深
川
砂
町
の
下
屋
敷
の
家
屋
に
住
し
て
お
り
、
火
災
の
中
を

風
呂
敷
に
包
ん
だ
家
系
図
を
持
出
し
て
避
難
し
た
。
火
の
粉
に
穴
の
開
い
た
風
呂

敷
と
共
に
系
図
を
拝
見
し
た
。
東
條
家
は
多
田
源
氏
の
満
仲
、
頼
信
、
頼
義
の
系

統
に
し
て
新
羅
三
郎
義
光
系
で
あ
る
。
甲
州
に
来
て
甲
斐
源
氏
と
な
り
、
武
田
義

清

逸
見
へ
ん
み

清
光

武
田
信
義
と
続
く
。
武
田
信
義
の
弟
が
加
賀
美
遠
光
で
、
三
郎

光
行

波
木
井
六
郎
実
長
と
続
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
波
木
井
家
と
東
條
家
は
親

戚
一
門
で
あ
る
の
に
驚
い
た
。
武
田
信
義
と
加
賀
美
遠
光
の
兄
弟
は
、
後
鳥
羽
院
の
御
宇
、
平
家
追
討
の
戦
功
に
よ
り
「
源
氏
六
人
衆
」

の
随
一
と
称
せ
ら
れ
る
。
信
義
の
兄
・
武
田
光
長
（
逸
見
太
郎
）
系
は
安
房
国
東
條
に
進
出
す
る
。
信
義
の
次
子
・
忠
頼
（
一
条
次
郎
）

は
甘
利
・
東
條
・
愛
會
の
祖
と
な
り
、
弟
の
信
光
は
承
久
の
乱
（
一
二
二
一
年
）
に
幕
府
軍
の
東
山
道
大
将
と
し
て
五
万
騎
を
率
い
て
功

を
な
す
。
そ
の
武
田
忠
頼
（
一
条
次
郎
）
の
子
が
安
房
国
長
狭
郡
東
條
に
住
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
東
條
景
信
の
兄
・
東
條
高
秀
で
あ

る
。
東
條
五
郎
、
甘
利
五
郎
と
も
言
う
。
系
図
に
は
、

東条秀隆氏と筆者
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東
條
家
は
源
氏
姓
、
家
紋
は
割
菱
或
は
五
三
桐
又
は
花
葵
で
あ
る
。
系
図
を
見
る
と

源
頼
朝
時
代
に
安
房
東
條
郷
里
二
万
三
千
町
歩
を
拝
領
し
た
と
あ
る
。
源
頼
朝
が
歿
し

た
の
は
正
治
元
年
一
月
（
一
一
九
九
）
で
あ
り
、
日
蓮
聖
人
生
誕
二
十
三
年
前
で
あ

る
。
東
條
景
信
が
宗
祖
よ
り
年
長
者
と
考
え
て
、
例
へ
ば
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
の

立
教
開
宗
時
に
東
條
景
信
四
十
五
歳
、
日
蓮
聖
人
三
十
二
歳
と
す
る
と
、
十
一
年
後
の

小
松
原
法
難
は
景
信
五
十
六
歳
、
日
蓮
四
十
三
歳
と
な
る
。
五
十
六
歳
の
景
信
が
馬
上

よ
り
宗
祖
を
切
り
つ
け
る
に
は
、
老
齢
す
ぎ
る
と
見
る
か
、
又
は
合
戦
の
強
者

つ
わ
も
の

と
見
る

か
に
よ
っ
て
判
断
が
分
れ
る
。
東
條
高
秀
と
景
信
を
兄
弟
と
見
る
よ
り
、
親
子
と
見
た

方
が
理
解
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
親
の
高
秀
の
地
頭
職
を
子
の
東
條
景
信
が
継

承
し
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
嫡
男
の
高
秀
を
さ
し
置
い
て
、
弟
の
景
信
が
地
頭
職

に
就
任
し
な
い
だ
ろ
う
。
東
條
高
秀
を
景
信
の
親
と
考
え
る
と
、
時
代
的
に
も
源
頼
朝

の
活
躍
期
に
当
り
、
時
代
考
証
が
合
う
の
で
あ
る
。

東
條
家
は
足
利
時
代
、
応
永
二
十
三
年
（
一
四
一
六
）
の
「
上
杉
禅
秀
（
氏
憲
）
の

乱
」
に
参
戦
、
永
亨
十
年
（
一
四
三
八
）
の
「
永
亨
の
乱
」
に
東
條
頼
常
は
上
杉
氏
憲
方
で
「
粉
骨
振
猛
、
強
戦
シ
テ
終
ニ
撃
死
」
し
て
い

る
。
そ
の
の
ち
、
東
條
秋
則
は
里
見
義
実
に
滅
せ
ら
れ
、
没
落
し
て
本
家
の
甲
斐
武
田
家
を
頼
る
も
武
田
信
玄
（
晴
信
）、
勝
頼
が
滅

び
、
東
條
頼
行
は
流
浪
す
る
こ
と
に
な
る
。
東
條
行
長
は
豊
臣
秀
吉
に
招
さ
れ
、
尼
子
組
に
属
し
勤
仕
す
。
徳
川
家
康
の
代
に
河
内
国
長

野
・
向
田
両
村
千
百
石
を
拝
領
す
る
。
次
の
東
條
長
頼
は
徳
川
秀
忠
の
代
に
御
書
院
番
に
就
き
西
尾
丹
後
守
忠
永
の
組
に
属
す
。
そ
の
後

の
東
條
家
は
旗
本
と
し
て
小
普
請
番
、
御
書
院
番
、
御
小
姓
組
に
な
る
。
東
條
景
信
の
兄
・
高
秀
系
は
幕
末
に
は
東
條
鉄
太
郎
の
弟
・
千

次
郎
は
、
幕
府
軍
の
長
州
征
伐
で
客
死
し
、
広
島
県
三
次
の
寿
正
山
妙
栄
寺
に
埋
葬
さ
れ
る
。
鉄
太
郎
の
親
の
代
に
臨
済
宗
よ
り
日
蓮
宗
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に
改
宗
し
た
と
言
わ
れ
る
。
寛
三
郎
の
代
に
明
治
維
新
を
迎
え
、
孫
の
長
太
郎
は
板
橋
区
十
条
に
て
医
院
を
開
業
。
そ
し
て
東
條
秀
隆
氏

が
現
在
の
当
主
で
あ
り
、
国
柱
会
々
員
と
し
て
信
仰
に
励
ん
で
い
る
。

徳
川
家
治
（
十
代
）
の
時
代
に
東
條
家
は
大
学
者
を
輩
出
す
る
。
天
明
の
大
飢
饉
の
前
（
一
七
八
三
）、
伊
豆
大
島
噴
火
、
ロ
シ
ア
船

が
国
後

ク
ナ
シ
リ

島
に
来
て
松
前
藩
に
通
商
を
求
め
た
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
上
総
国
埴
生
郡
八
幡
原
（
現
茂
原
市
八
幡
原
）
に
生
れ
た
大
儒

者
、
東
條
一
堂
で
あ
る
。
一
堂
の
祖
は
甲
斐
武
田
氏
の
逸
見

へ
ん
み

二
郎
（
武
田
光
長
系
）、
安
房
国
東
條
郷
に
住
し
「
東
條
姓
」
を
名
乗
っ

た
。
の
ち
上
総
国
八
幡
原
（
現
・
茂
原
市
）
に
移
り
、
戸
主
は
代
々
長
兵
衛
を
襲
名
す
る
。
幼
名
和
七
郎
、
通
称
を
文
蔵
と
言
う
。
父
の

寿
庵
（
通
称
自
得
）
は
九
歳
の
一
堂
を
伴
い
、
本
所
竪
川
に
医
業
を
開
設
す
る
。
一
堂
は
朱
子
学
が
主
流
の
江
戸
を
離
れ
、
古
学
派
の
多

い
京
都
、
古
註
学
派
皆
川
箕
園

き
え
ん

の
弘
道
館
に
学
び
、
江
戸
に
帰
り
亀
田
鵬
斉
ほ
う
さ
い

に
師
事
し
古
学
を
講
じ
た
。
私
塾
を
神
田
お
玉
ヶ
池
に
移
し

「
瑤
池

よ
う
ち

塾
」
と
し
、
門
弟
三
千
余
人
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
中
に
烏
山
う
や
ま

新
三
郎
・
清
河
八
郎
・
安
積
あ
さ
か

五
郎
・
頼
三
樹
三
郎
の
尊
王
攘
夷
派
の

志
士
も
い
た
。
烏
山

う
や
ま

は
吉
田
松
陰
の
下
田
事
件
（
密
航
）
に
連
座
し
て
幽
囚
中
に
病
歿
す
る
。
明
治
の
仏
教
学
者
・
福
田
行
誡
師
も
門
弟

で
あ
り
、
大
漢
和
辞
典
編
纂
の
諸
橋
轍
次
師
も
影
響
を
受
け
て
い
る
。
孔
子
孟
子
の
教
え
を
直
接
学
ぶ
と
い
う
研
究
態
度
は
、
当
時
官
学

で
あ
る
朱
子
学
を
排
し
た
こ
と
は
勇
気
の
い
る
事
だ
っ
た
。
学
の
目
的
を
徳
行
に
置
き
、
自
身
を
律
す
る
こ
と
厳
し
か
っ
た
と
言
わ
れ

る
。
老
中
阿
部
正
弘
も
一
堂
の
講
莚
に
つ
ら
な
り
、
弘
前
藩
、
盛
岡
藩
（
南
部
利
済
・
利
義
と
家
臣
）
に
一
堂
の
学
統
が
継
承
さ
れ
た
。

朱
子
学
に
精
し
い
旗
本
杉
浦
氏
も
悦
服
入
門
す
る
。
お
玉
ヶ
池
の
「
瑤
池

よ
う
ち

塾
」
の
隣
に
千
葉
周
作
が
北
振
一
刀
流
の
「
玄
武
館
」
を
開

き
、
そ
れ
故
、
一
堂
の
門
人
に
は
文
武
両
道
の
達
人
が
多
か
っ
た
。
一
堂
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
七
月
十
三
日
、
八
十
歳
で
歿
し
、

本
所
番
場
の
日
蓮
宗
妙
源
寺
（
現
・
葛
飾
堀
切
）
に
葬
ら
れ
る
。
一
堂
の
息
・
方
庵
（
哲
夫
）
は
信
濃
龍
岡
藩
儒
者
と
な
り
、
そ
の
子
・

淡
斉
（
保
）
は
龍
岡
藩
々
校
教
授
と
な
り
、
弟
の
光
風
（
永
胤
）
は
学
習
院
・
東
京
帝
大
の
教
授
と
な
る
。
そ
の
子
・
卯
作
氏
が
カ
メ
ラ

技
術
に
て
皇
居
半
蔵
門
に
東
條
会
館
を
創
立
す
る
。

一
堂
の
本
家
は
妹
の
み
よ

・
・

が
早
野
か
ら
婿
を
迎
え
継
承
し
、
現
当
主
は
東
條
通
世
み
ち
よ

氏
で
あ
る
。



─ ─

日
蓮
聖
人
の
刀
傷

○一

誕
生
寺
祖
師
像

平
成
三
年
、
大
本
山
小
湊
誕
生
寺
（
片
桐
海
石
貫
主
）
の
祖

師
像
が
三
重
県
阿
山
町
の
本
城
仏
所
に
お
い
て
修
復
さ
れ
た
。

読
経
相
の
全
裸
形
像
・
像
高
七
九
・
二

。
両
目
を
大
き
く
見

開
き
、
や
や
開
き
気
味
の
口
元
か
ら
二
本
の
前
歯
を
の
ぞ
か
せ

る
。
寄
木
造
、
玉
眼
入
、
彩
色
、
檜
材
で
あ
る
。
五
月
三
十

日
、
中
尾

堯
師
ら
に
よ
り
調
査
さ
れ
た
。
木
地
に
胡
粉
を
施

し
て
白
く
彩
色
さ
れ
て
い
る
も
の
を
剥
が
す
と
、
小
松
原
法
難

の
刀
傷
が
発
見
さ
れ
た
。
祖
師
像
に
向
っ
て
前
額
部
、
頭
部
中

心
線
よ
り
少
し
左
側
に
刀
傷
の
長
さ
五
二

、
幅
六

の
刀
傷

で
あ
る
。
こ
の
刀
傷
は
東
條
景
信
の
太
刀
を
日
蓮
聖
人
が
、
瞬

間
的
に
後
に
下さ

が

り
致
命
傷
を
逃
れ
た
刀
傷
で
あ
る
。

こ
の
時
、
誕
生
寺
の
「
生
身
祖
師
」
か
ら
胎
内
銘
文
が
発
見

さ
れ
た
。
誕
生
寺
開
山
日
家
上
人
の
弟
子
・
日
静
師
の
願
文
と

薬
草
・
五
穀
・
法
華
経
要
文
で
あ
る
。

「
夫
□
□
□
日
蓮
大
菩
薩
於
ニ
当
国
安
房
東
條
郡
片
□
□
□
一

誕
生
有
レ
之
。
去
ル
貞
応
元
年
壬
午
□
□
□
御
影
像
造
レ
之
、

誕生寺祖師

刀傷
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爰
刑
部
ノ
ア
サ
リ
日
静
□
十
三
年
立
願
御
影
堂
作
り
、
尚
貞
治
二
年
み
づ
の
と
の
卯
年
三
月
六
日
の
ミ
う
ち
し
て
、
同
八
月
廿
九
日
開

眼
供
養
有
レ
之
、
御
身
ノ
内
ニ
法
花
経
併
是
好
良
薬
等
の
甘
草
等
の
三
種
ヲ
奉
納
シ
テ
為
スニ
衆
病
悉
除
ト一
。
五
穀
ハ
又
為
ナ
リ

ニ

五
蔵
ノ一
生
身
□
諸

仏
菩
薩
諸
神

皆
以
ニ
福
智
の
二
報
一
□
□
所
納
者
、
今
又
法
花
経
五
こ
く
を
奉
納
、
此
二
福
万
福
の
父
母
八
方
法
蔵
の
種
子
ナ
リ
。

南
無
多
宝
如
来

南
無
妙
法
蓮
華
経

南
無
釈
迦
牟
尼
仏

貞
治
二
年
八
月
廿
九
日
大
戈
之

卯

日
静
（
花
押
）

（
一
三
六
三
）

○二

本
澄
寺
祖
師
像

大
阪
高
槻
市
上
牧
の
本
澄
寺
「
厄
除
の
祖
師
」
像
は
、
像
高
三
四

、
像
幅
四
五

、
奥
行
三
五

、
刀
傷
の
長
さ
二
五

が
、
右
側

頭
部
に
あ
る
。
左
手
に
経
巻
、
右
手
に
払
子
を
持
し
た
説
法
相
で
あ
る
。
像
底
よ
り
胎
内
に
水
晶
五
輪
塔
、
銅
器
に
舎
利
石
が
金
糸
布
に

包
ま
れ
て
納
め
ら
れ
て
い
る
。

本
澄
寺
は
、
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
権
大
僧
都
日
順
が
創
建
、
二
世
に
京
都
の
公
家
・
烏
丸

カ
ラ
ス
マ

家
の
日
養
が
入
り
塔
頭
十
一
房
と
栄
え

た
。
龍
興
院
日
陵
（
一
七
四
五

一
八
一
九
）
編
の
「
本
圀
寺
年
譜
」
に
よ
る
と
、

「
文
永
元
年
甲
子
、
弘
長
四
年
二
月
十
八
日
改
元

大
聖
年
四
十
三
謂
ク
去
年
四
十
二
歳
ニ
シ
テ
被
レ
免
セニ
伊
東
ノ
謫
ヲ一
今
歳
応
シ下
日
澄
所
ノレ

需も
と
む

割
シ
テ

ニ

吾
カ
自
像
ヲ一

為
ニニ
末
代
除
厄
一
与
上
之
矣
。
乃
チ
正
月
懸
ケニ
天
井
ニ
九
面
ノ
鏡
ヲ一

以
テニ
所
ノレ
浮
カ
ス
相
ヲ一
手
ヲ
自
ラ
割
ス
也
。
割
リ
成
シ
テ
而
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本澄寺祖師

体内奉納の五輪塔・舎利器

刀傷
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后
、
胎
中
ニ
肉
牙
一
枚
自
写
ノ
妙
経
一
部
添
エ下
付
属
之
状
上

以
テ
賜
フニ
日
澄
ニ一

澄
頓
首
再
拝
シ
テ
曰
ク
我
カ
所
願
巳
ニ
満
足
矣
。
随
テレ
身
ニ
応

ニ下
広
布
ノ
為
ス中
本
尊
ト上

自
割
猶
尊
シ
矣
。
況
ヤ
胎
内
ニ
自
写
ノ
妙
経
肉
牙
納
テレ
之
ヲ
与
乎
。
除
厄
猶
高
シ
矣
。
況
ヤ
賜
下
付
ニ
属
ス
ル
自
像
一
章
ヲ上

矣
。
私
日
斯
像
安
二 ス

今
摂

州
上
牧
邑
法
華
山

本
澄
寺
一 ニ

称
二 ス

除
厄
像
一

是

大
聖
慰
論
改
テニ
形
善
（
坊
）
ヲ一
賜
フニ
本
浄
坊
一
日
澄
ハ
朗
公
所
レ
名
。
…
…
八
月
帰
ルニ
大
聖
於
房

州
ニ一
日
澄
供
奉
シ
テ
以
令
メ
テ

下

天
津
一
密
寺
主
ヲ
受
戒
セ上
建
ツニ
明
星
山
日
澄
寺
ヲ一
也
。
…
…
是
ノ
（
八
）
月
房
総
之
間
ニ
大
疫
ア
リ
衆
人
請
レ
祈
、

大
聖
白
布
書
シ
テ

ニ

経
題
一
投
レ
海
乗
船
洩
レ
之
以
送
ルニ

鬼
一

又
書
シ
テ

レ

荷
投
シレ
井
以
飲
レ
之
病
者
悉
愈
矣
。

十
一
月
浄
円
義
浄
道
善
来
訪
。
于
時
大
聖
宿
ニ
華
房
蓮
華
寺
ニ一
」（
注

）

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
澄
寺
祖
師
像
は
文
永
元
年
正
月
に
天
井
よ
り
九
鏡
を
下

げ
、
宗
祖
自
ら
彫
刻
し
た
像
と
伝
え
る
。
池
上
本
門
寺
祖
師
像
よ
り
古
い
事
に
な

る
。
日
朗
の
弟
子
日
澄
に
授
与
さ
れ
、
日
澄
は
形
善
坊
よ
り
本
浄
坊
（
又
は
大
乗

坊
）
と
改
称
し
た
と
言
う
。
こ
の
資
料
に
よ
り
日
澄
は
、
小
松
原
法
難
に
宗
祖
に

同
伴
し
、
真
言
宗
寺
院
を
改
宗
さ
せ
日
澄
寺
を
創
建
し
た
こ
と
が
判
る
。
聖
母
の

蘇
生
し
た
八
月
に
疫
病
が
流
行
し
、
白
布
に
題
目
を
書
き
海
に
流
し
曳
き
す
る
祈

祷
に
よ
り
病
魔
退
散
さ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
り
興
津
の
領
主
・
佐
久
間
重
貞
が
宗
祖

に
帰
依
し
、
日
保
日
家
を
出
家
さ
せ
宗
祖
の
弟
子
と
な
る
。
本
山
の
興
津
妙
覚
寺

の
「
布
曳

ぬ
の
び
き

き
の
祖
師
」
の
由
来
で
あ
る
。
十
一
月
に
浄
円
房
・
義
浄
房
・
道
善
房

が
宗
祖
を
来
訪
し
布
教
を
望
む
。
そ
こ
で
日
蓮
聖
人
は
花
房
蓮
華
寺
に
数
日
宿

し
、
布
陣
を
張
る
。
そ
の
情
報
が
東
條
景
信
に
入
っ
て
い
た
事
が
理
解
で
き
る
。

布曵きの祖師
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そ
れ
故
、
東
條
景
信
は
充
分
に
宗
祖
一
行
を
襲
撃
す
る
準
備
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

本
澄
寺
祖
師
像
の
刀
傷
は
、
馬
上
の
東
條
景
信
が
振
り
下
し
た
太
刀
を
、
一
瞬
体
を
「
し
ゃ
が
み
込
む
」
姿
勢
で
除
け
た
時
の
傷
跡
で

あ
る
。
日
蓮
聖
人
が
立
位
な
ら
、
こ
の
刀
傷
を
受
け
た
と
同
時
に
、
頭
は
割
ら
れ
た
筈
で
あ
る
。「
日
蓮
霊
場
記
」
に
よ
る
と
、
こ
の
厄

除
祖
師
は
日
朗
の
弟
子
・
日
澄
に
よ
り
松
葉
谷
「
本
浄
坊
」
に
安
置
さ
れ
、
の
ち
総
州
瀧
山
の
妙
階
寺
に
移
る
。
本
圀
寺
年
譜
に
は
「
弘

安
十
年
…
…
日
澄
往
キニ
総
州
瀧
山
ニ一
構
ニ
一
宇
一
安
スニ
弘
長
文
永
元

中
大
聖
ノ
自
割
除
厄
ノ
祖
像
ヲ一
、
擬
シニ
朗
師
除
厄
ノ
恩
ニ一
号
スニ
妙
階
寺
ト一
也
上

牧
奉
安
ハ

自

此
後
也

」
と
あ
る
。
祖
師
像
は
領
主
由
良

ゆ

ら

民
部
光
弘
が
越
後
に
転
ず
る
に
つ
き
、
越
後
・
金
剛
山
妙
行
寺
へ
渡
る
。
由
良
の
姓
は
丹

後
国
加
佐
郡
の
由
良
に
由
来
す
る
。
由
良
家
有
縁
の
牧
野
承ス
ケ

大
夫
が
丹
後
に
祖
師
像
を
移
す
と
伝
わ
る
。
丹
後
の
由
良
浜
は
、
山
椒
大
夫

の
話
で
有
名
。
安
寿
と
厨
子
王
の
史
跡
が
残
る
。
丹
後
の
由
良
一
門
が
総
州
（
千
葉
県
）
の
領
主
に
な
っ
て
い
た
事
に
な
る
。
元
亀
元
年

（
一
五
七
〇
）
大
阪
高
槻
・
上
牧

か
ん
ま
き

法
華
村
の
富
松
兼
重
（
の
ち
牧
兼
重
に
改
姓
）
が
織
田
信
長
に
従
っ
て
出
陣
し
、
若
狭
国
小
浜
お
ば
ま

の
妙
行

寺
に
て
日
蓮
自
作
と
伝
わ
る
祖
師
像
を
感
得
、
上
牧

か
ん
ま
き

法
華
村
の
本
澄
寺
に
祀
る
。
江
戸
時
代
初
め
後
水
尾
天
皇
（
一
六
一
一

二
九
に
在

位
）
の
中
宮
・
東
福
門
院
が
祈
願
し
て
以
来
、
衆
人
の
信
仰
を
集
め
た
。
現
在
も
お
会
式
に
は
「
厄
除
祖
師
」
を
御
輿

み
こ
し

に
乗
せ
、
左
右
に

大
き
く
振
り
、
信
徒
が
数
珠
の
房
で
輿
に
触
れ
、
御
利
益
を
得
る
と
い
う
日
蓮
宗
「
有
形
文
化
財
」
と
な
る
べ
き
行
事
を
継
承
し
て
い

る
。
関
西
身
延
と
い
わ
れ
る
京
・
本
山
妙
伝
寺
に
は
二
十
三
世
遠
沾
院
日
亨
師
（
の
ち
身
延
山
三
十
三
世
・
立
本
寺
二
十
五
世
）
が
東
福

院
と
そ
の
皇
女
妙
荘
厳
院
覚
海
龍
宗
の
位
牌
を
納
め
て
い
る
。
位
牌
厨
子
の
内
側
に
、

「
東
福
門
院
尊
儀
ト
ハ
者

人
王
百
九
代
後
水
尾
院
之
皇
太
后
宮
・
源
和
子
。
東
照
大
権
現
宮
之
孫
。
台
徳
院
（
秀
忠
）
大
相
国
公
之
息

女
也
。

東
福
門
院
尊
儀
之
近
侍
女
ハ
高
倉
之
局
、
法
号
了
種
院
詠
月
日
真
ト
ハ
者
、
四
條
正
二
位
前
亜
三
台
隆
量
卿
之
息
女
也
。
了
種
院
ヲ
持
仏

堂
ニ
奉
ル
ハ

ニ

安
置
一

斯
尊
牌
矣
。
逝
去
之
後
遺
命
ニ
テ
奉
ニ

納
鳥
辺
野
通
妙
寺
一
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妙
荘
厳
院
尊
儀
ト
ハ
者

後
水
尾
院
ノ
女
三
之
宮
。

御
母

東
福
門
院
源
和
子
也
。
墳
墓
在
ニ
東
山
江
雲
寺
一
。
斯
ノ
尊
牌
モ
亦
了
種
院
ノ
遺
命
ニ
テ
奉
ニ
収
ス
通
妙
寺
一
。

當
院
ノ
住
持
観
静
院
日
覚
、
良
仙
房
日
道
者
ハ

了
種
院
高
尼
が
資

修
学
之
僧
也
。
是
故
ニ
以
ニ
此
尊
牌
一
収
ニ
此
寺
ニ一
耳
。

元
禄
第
二

（
一
六
八
九
）己

巳
年
十
一
月
十
日

妙
伝
寺
二
十
三
世

遠
沾
院
日
亨

花
押

」

と
記
さ
れ
、
東
福
門
院
、
了
種
院
（
高
倉
局
）・
四
條
家
な
ど
の
人
々
の
信
仰
が
本
澄
寺
祖
師
に
集
ま
っ
た
。
日
澄
開
基
の
総
州
妙
階
寺

は
、
松
葉
谷
法
華
堂
が
大
光
山
本
圀
土
妙
寺
と
な
り
、
妙
龍
院
日
静
（
四
世
）
の
貞
和
元
年
（
一
三
四
五
）（
注

）、
光
厳
天
皇
（
北

朝
）
の
命
に
よ
り
京
都
六
条
揚
梅
に
移
遷
さ
れ
る
と
共
に
移
る
。
比
叡
山
の
四
院
家
に
附
準
し
て
法
華
の
四
ヶ
寺
が
本
圀
寺
四
院
家
と
し

て
移
転
す
る
。
九
老
僧
日
善
開
基
の
上
州
安
中
大
法
寺
は
勧
持
院
（
西
大
坊
）
と
な
り
、
九
老
日
澄
開
基
の
総
州
妙
階
寺
は
戒
善
院
（
南

大
坊
）
と
な
り
、
九
老
日
行
開
基
の
野
州
浮
田
天
霊
寺
は
松
林
院
（
東
大
坊
）
と
な
り
、
九
老
日
範
開
基
の
豆
州
舟
田
本
教
寺
は
持
珠
院

（
北
大
坊
）
と
な
っ
て
京
に
移
る
。
こ
の
よ
う
に
本
澄
寺
「
厄
除
祖
師
」
は
、
松
葉
谷

総
州
妙
階
寺

越
後
妙
行
寺

丹
後

若
狭
国
小
浜
の
妙
行
寺

上
牧
本
澄
寺
へ
と
不
思
議
な
旅
を
続
け
た
。
文
永
元
年
正
月
の
宗
祖
自
作
の
本
澄
寺
「
祖
師
像
」
は
、

十
ヶ
月
後
の
十
一
月
十
一
日
、
小
松
原
法
難
後
に
「
刀
傷
」
を
加
刻
す
る
の
で
あ
る
。

○三

本
門
寺
祖
師
像
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池
上
本
門
寺
の
大
堂
奉
安
「
祖
師
像
」
は
、
昭
和
三
年
八
月

に
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
現
在
は
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
。
木

彫
寄
木
造
り
玉
眼
入
り
で
あ
る
。
像
高
は
二
尺
八
寸
三
分

（

）。
二
尺
八
寸
の
像
高
は
、
身
長
一
七
〇

位
で
あ

る
。
六
尺
（

）
の
身
長
の
人
は
、
像
高
九
十
五

位
で
あ

る
。
日
蓮
聖
人
の
実
像
は
ど
ち
ら
に
近
い
の
か
興
味
あ
る
。

日
蓮
聖
人
七
回
忌
の
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
六
月
八
日
、

侍
従
公
日
浄
と
蓮
華
阿
闍
梨
日
持
上
人
が
大
願
主
と
な
り
、
池

上
宗
仲
夫
妻
が
大
施
主
と
な
っ
て
造
立
さ
れ
、
康
永
元
年
（
一

三
四
二
）
と
応
永
九
年
（
一
四
〇
二
）
に
修
理
さ
れ
た
墨
書
銘

が
あ
る
。
昭
和
四
十
年
三
月
二
十
九
日
に
落
成
し
た
大
堂
の
記

念
写
真
集
「
本
門
寺
」（
昭
和
四
十
一
年
刊
）
の
祖
師
像
は
、

剥
れ
か
け
た
彩
色
の
下
地
で
あ
る
白
胡
粉
が
き
れ
い
に
取
ら

れ
、
日
蓮
聖
人
の
顔
色
が
赤
味
を
帯
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

そ
の
赤
味
は
漆
の
色
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
論
稿
に
掲
載
さ

れ
る
本
門
寺
祖
師
像
の
写
真
は
、
そ
れ
以
前
の
も
の
で
あ
り
、

ま
だ
胡
粉
が
密
着
し
て
い
る
。

こ
の
写
真
の
右
側
頭
部
に
大
き
く
凹
み
部
分
が
見
い
出
せ

る
。
こ
の
部
分
が
正
に
小
松
原
法
難
の
刀
傷
で
あ
る
。
本
澄
寺

本門寺祖師 池上本門寺祖師像

刀傷
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祖
師
像
の
刀
傷
と
同
一
で
あ
り
、
註
画
讃
の
刀
傷
と
も
一
致
す
る
。
新
ら
し
い
発
見
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
門
寺
学
頭
の
市
川
智
康
師
や

中
尾

堯
教
授
は
別
の
箇
所
に
注
目
し
て
い
る
。「
左
右
の
瞼
の
様
子
が
わ
ず
か
に
異
な
り
、
右
目
の
上
に
あ
た
る
眉
間
に
縦
の
傷
が
描

か
れ
て
い
る
。」（
注

）
こ
れ
も
小
松
原
に
お
け
る
傷
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
伊
藤
日
定
貫
主
は
本
門
寺
復
興
を
昭
和
三
十
五
年
立
願
さ

れ
、
三
十
八
年
棟
上
、
三
十
九
年
九
月
十
八
日
大
堂
入
仏
遷
座
式
。
僧
俗
三
千
五
百
名
が
参
集
す
る
。
身
延
山
祖
廟
に
完
成
奉
告
を
済
ま

さ
れ
た
そ
の
日
十
月
二
十
二
日
に
四
大
不
調
に
し
て
遷
化
せ
ら
る
（
七
十
四
歳
）。
全
国
各
地
に
大
堂
建
立
の
勧
心
巡
教
の
途
次
に
倒

れ
、
壮
絶
な
る
心
願
を
成
就
さ
れ
た
。
日
蓮
聖
人
は
安
房
国
に
お
け
る
布
教
活
動
中
に
小
松
原
法
難
に
遭
遇
さ
れ
る
。
八
十
世
金
子
日
威

貫
主
は
昭
和
四
十
年
三
月
二
十
九
日
の
晋
山
奉
告
文
に
「
身
延
は
信
仰
の
中
枢
に
し
て
池
上
は
伝
道
の
中
心
な
り
。
須
ら
く
寺
観
を
整
へ

聖
跡
を
顕
彰
し
布
教
を
盛
ん
に
し
て
本
化
の
宗
風
を
宣
揚
す
」
と
述
べ
、
同
四
十
一
年
十
一
月
一
日

三
日
、
大
堂
落
慶
式
を
挙
げ
る
。

本
門
寺
祖
師
像
に
小
松
原
法
難
の
刀
傷
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

○四

註
画
讃
祖
師
像

「
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」
は
円
明
院
日
澄
（
一
四
四
一

一
五
一
〇
）
に
よ
り
撰
述
さ
れ
た
絵
詞

え
こ
と
ば

で
あ
る
。

三
島
の
円
明
寺
を
開
き
、
鎌
倉
妙
法
寺
に
隠
居
、
の
ち
伊
豆
韮
山
本
立
寺
の
開
祖
と
な
る
。
字あ

ざ
な

は
啓
運
、
本
圀
寺
十
世
成
就
院
日
円

の
弟
子
で
文
明
十
五
年
に
妙
法
寺
に
お
い
て
「
法
華
啓
運
抄
」
を
浄
書
す
る
。
日
澄
初
撰
の
「
註
画
讃
」
は
現
存
せ
ず
、
天
文
五
年
（
一

五
三
六
）
の
本
圀
寺
本
が
現
存
す
る
最
古
の
写
本
で
あ
る
。
本
圀
寺
本
の
奥
書
に

「
于
時
天
文
五
暦
丙申
初
秋
ノ
候
於
ニ
若
州
遠
敷

お
に
ゆ
う

郡

後
瀬
山

の
ち
せ
や
ま

山
麓
長
源
寺
一
註
ニ
画
之
一
訖
。

画
工
洛
陽
絵
所

窪
田
藤
右
衛
門
統
泰

む
ね
や
す

勧
発
師

安
立
院
権
大
僧
都
日
政
春
秋
六
八
」
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と
あ
り
、
若
狭
国
長
源
寺
（
福
井
県
小
浜
市
）
に
お
い
て
絵
師
窪
田
統
泰

む
ね
や
す

に

描
か
れ
、
日
政
が
発
願
主
と
な
っ
て
い
る
。
長
源
寺
開
山
の
日
源
は
、
越
後

蒲
原
の
人
で
越
後
本
覚
寺
よ
り
若
狭
に
入
り
建
立
す
る
。
安
立
院
日
政
は
長

源
寺
六
世
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

註
画
讃
第
十
一
の
「
東
條
戦
難
」
に
よ
る
と
、
東
條
景
信
一
味
は
、
太

刀
、
弓
矢
、
槍
、
薙
刀

な
ぎ
な
た

で
日
蓮
一
行
を
襲
撃
す
る
。
景
信
は
馬
上
か
ら
太
刀

を
振
り
下
ろ
し
、
日
蓮
聖
人
の
右
頭
を
か
す
め
、
血
が
ど
っ
と
吹
き
出
す
。

聖
人
を
衛
護
す
る
僧
の
左
足
に
矢
が
刺
さ
っ
て
い
る
。
武
器
の
な
い
僧
は
小

佐渡赦免状

文永八年召捕り

註画讃祖師 竜の口

佐渡 三光天子を拝む
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石
を
投
げ
て
応
戦
し
、
工
藤
吉
隆
と
鏡
忍
坊
は
斬
ら
れ
伏
し
て
い
る
。
乗
観
坊
と
長
英
坊
は
深
傷
を
受
け
る
。

小
松
原
法
難
の
日
蓮
聖
人
右
頭
部
に
刀
傷
が
描
か
れ
て
い
る
。
但
し
拡
大
鏡
で
宗
祖
の
右
側
頭
部
を
見
な
い
と
確
認
で
き
な
い
。
小
松

原
法
難
後
の
鎌
倉
布
教
、
平
左
衛
門
頼
綱
と
の
対
面
、
召
捕
り
、
四
条
金
吾
兄
弟
四
人
と
の
訣
別
、
龍
ノ
口
、
本
間
邸
、
塚
原
三
味
堂
、

佐
渡
流
罪
の
赦
免
状
な
ど
の
場
面
に
小
松
原
法
難
の
刀
傷
が
描
か
れ
て
い
る
。

天
文
期
は
日
蓮
法
華
宗
に
と
っ
て
多
事
多
難
の
年
で
あ
る
。
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
に
は
細
川
晴
元
が
法
華
宗
を
援
け
一
向
宗
徒
を

対
破
し
、
山
城
湿
谷
や
摂
津
西
岡
で
戦
う
。
六
角
定
頼
・
山
村
正
次
等
と
法
華
宗
徒
は
山
科
本
願
寺
と
戦
い
、
本
願
寺
光
教
は
大
阪
へ
隠

れ
る（
尚
通
記
・
二
水
記
・
経
厚
記
）。
京
都
法
華
宗
の
勢
力
は
拡
大
し
、
天
文
二
年
三
月
七
日
に
は
、「
雨
中
に
法
華
宗
徒
洛
中
を
打
回

り
、
中
御
門
・
吉
田
侍
徒
は
同
道
し
て
見
物
す
る
。
三
条
京
極
に
は
一
万
人
計
り
、
そ
の
う
ち
馬
上
四
百
騎
悉
く
地
下
人
な
り
、
兵
具
以

下
驚
目
す
」（
言
継
記
）
と
あ
る
。
そ
の
反
動
が
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
七
月
に
現
わ
れ
る
。
比
叡
山
徒
が
洛
中
法
華
宗
徒
を
襲
っ

た
。
僧
俗
討
死
六
万
余
人
、
京
都
は
過
半
数
焼
失
す
る
。（
公
卿
補
任
・
快
元
僧
都
記
・
東
寺
過
去
帳
）、
本
圀
寺
は
廿
五
日
炎
上
、
日

は
霊
仏
霊
宝
を
持
出
し
堺
・
成
就
寺
に
避
難
す
る
。
堤
左
衛
門
は
走
り
来
り
て
本
堂
両
仏
を
抱
出
し
て
自
宅
に
格
護
す
る
（
本
圀
寺
古

記
）。
摂
津
梶
原
一
乗
寺
の
三
世
日
耀
、
京
都
東
寺
前
法
華
寺
十
世
日
時
は
討
死
。
京
都
妙
覚
寺
日
兆
は
十
九
歳
に
て
討
死
。
本
圀
寺
裏

門
を
護
っ
た
の
は
上
牧
勢
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
天
文
法
難
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
こ
の
最
中
に
勧
発
師
日
政
と
画
工
窪
田
統
泰

む
ね
や
す

は
「
日
蓮

聖
人
註
画
讃
五
巻
」
を
完
成
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
完
成
は
天
文
五
年
の
初
秋
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
円
明
院
（
啓
運
）
日
澄
の
初
版
本
を

書
写
し
始
め
た
の
は
、
一
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
で
あ
ろ
う
。

鎌
倉
の
松
葉
ヶ
谷
・
法
華
草
堂
が
伊
豆
法
難
後
の
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
五
月
、
大
光
山
本
国
土
妙
寺
と
し
て
創
建
さ
れ
、
北
条
幕

府
滅
亡
（
元
弘
三
年
・
一
三
三
三
）
後
、
都
が
鎌
倉
か
ら
京
都
に
遷
っ
た
貞
和
元
年
（
一
三
四
五
）
三
月
、
光
厳
天
皇
（
真
実
ハ
法
皇
）

の
勅
諚
に
よ
り
本
圀
寺
は
京
都
六
条
揚
梅
に
移
る
。
そ
の
時
、
弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）
建
立
の
総
州
妙
階
寺
（
本
乗
坊
日
澄
創
立
）
も

四
院
家
の
一
ツ
戒
善
院
（
西
大
坊
）
と
な
っ
て
京
に
移
る
。
猿
畠
山
法
性
寺
も
共
に
移
る
。
小
松
原
法
難
の
刀
傷
を
刻
し
た
祖
師
像
が
貞
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和
元
年
（
一
三
四
五
）
本
圀
寺
の
京
都
移
転
に
同
道
し
て
い
な
い
事
は
、
そ
れ
以
前
に
越
後
金
剛
山
妙
行
寺
に
祖
師
像
が
移
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
丹
後
・
若
狭
小
浜
の
長
源
寺
は
康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
）
越
後
の
安
住
院
日
源
に
開
創
さ
れ
る
。
京
都
本
圀
寺
へ
の
上
洛
の
途

次
が
若
狭
小
浜
で
あ
る
。
そ
し
て
長
源
寺
で
「
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」
が
描
写
さ
れ
た
の
が
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
で
あ
る
。
画
工
窪
田

統
泰

む
ね
や
す

が
日
蓮
聖
人
の
頭
部
に
小
松
原
刀
傷
を
繊
細
に
墨
入
れ
す
る
の
は
、
彼
が
妙
階
寺
に
あ
っ
た
祖
師
像
を
「
註
画
讃
」
製
作
現
場
近
く

の
妙
行
寺
で
拝
見
し
た
か
ら
こ
そ
、
描
く
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
祖
師
像
と
註
画
讃
の
傷
が
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
こ

の
時
期
の
本
澄
寺
住
持
は
三
世
の
大
道
院
日
忍
（
天
文
十
二
年
四
月
十
三
日
寂
）。
天
文
法
難
か
ら
三
十
四
年
後
の
元
亀
元
年
（
一
五
七

〇
）
大
阪
の
上
牧

か
ん
ま
き

法
華
村
の
富
松
兼
重
（
牧

兼
重
）
が
祖
師
像
を
若
狭
小
浜
よ
り
本
澄
寺
に
奉
安
す
る
。

日
蓮
聖
人
の
避
難
路
と
日
本
馬

弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）
十
月
、
日
蓮
聖
人
は
池
上
宗
仲
の
館
に
て
入
滅
に
際
し
「
御
遺
物
配
分
事
」・
御
遺
物

か

た

み

分
け
を
指
示
さ
れ

た
。
註
法
華
経
は
弁
阿
闍
梨
日
昭
へ
、
御
本
尊
一
体
（
立
像
釈
尊
像
）
は
大
国
阿
闍
梨
日
朗
へ
分
与
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
日
蓮
聖
人
所
有

の
馬
六
頭
が
弟
子
、
檀
越
へ
譲
与
さ
れ
る
。

「
御
馬
一
疋
、
小
袖
一

佐
渡
公
（
日
向
）

御
馬
一
疋
、
鞍
皆
具
、
御
足

袋
頸
帽
子

白
蓮
房
（
日
興
）

御
馬
一
疋
、
小
袖
一
、
手
鉾

蓮
華
房
（
日
持
）

御
馬
一
疋
、
小
袖
一
、
念
珠
一
連

筑
前
公
（
日
合
）

御
馬
一
疋
、
小
袖

大
夫
公
（
日
祐
）

一
貫
文
、
馬
一
疋

鞍
皆
具
、
染
物

富
田
四
郎
太
郎
」
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そ
の
外
、
日
蓮
聖
人
の
袈
裟
、
衣
、
帷
、
銭
、
小
袖
、
絹
布
が
分
与
さ
れ
る
。
珍
し
い
物
は
、「
御
太
刀
」
が
侍
従
公
智
満
丸
に
、「
御

腹
巻
」・
鎧よ

ろ
い

が
伊
与
公
日
頂
に
配
分
さ
れ
る
。
日
蓮
聖
人
葬
送
の
列
に
は
「
太
刀
」
を
池
上
宗
仲
が
、「
腹
巻
」
は
椎
地
孫
四
郎
が
奉
持

し
て
参
列
す
る
。
そ
の
後
に
は
瀧
王
丸
が
轡く

つ
わ

を
と
っ
て
「
馬
」
が
参
列
し
て
い
る
。
波
木
井
殿
御
報
に
「（
日
蓮
）
い
づ
く
に
て
死
ニ
候

と
も
、
は
か
（
墓
）
を
ば
み
の
ぶ
さ
わ
（
沢
）
に
せ
さ
せ
候
べ
く
候
。
又
く
り
か
げ
の
御
馬
は
あ
ま
り
を
も
し
ろ
く
を
ぼ
へ
候
に
、
い
つ

ま
で
も
う
し
（
失
）
な
ふ
ま
じ
く
候
。
…
…
か
づ
さ
（
上
総
）
の
も
ば
ら
殿
ノ
も
と
に
あ
づ
け
を
き
た
て
ま
つ
る
べ
く
候
に
、
し
ら
ぬ
と

ね
り
（
舎
人
）
を
つ
け
て
候
て
は
を
ぼ
つ
か
な
く
を
ぼ
え
候
。」（
注

）

日
蓮
聖
人
に
以
上
の
如
く
「
余
り
に
も
面
白
く
」
と
言
わ
し
め
た
「
栗
か
げ
の
馬
」（
波
木
井
氏
進
呈
）
が
参
列
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
茂
原
藻
原
寺
の
日
蓮
聖
人
御
廟
の
前
に
、
馬
の
轡く

つ
わ

を
取
っ
た
舎
子
と
ね
り

「
丸
家
」
の
墓
が
建
墓
さ
れ
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
は
弘
安
期
に

「
馬
六
頭
」
を
所
有
し
、
布
教
・
移
動
に
日
常
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
小
松
原
法
難
時
に
日
蓮
聖
人
が
乗
馬
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は

不
明
で
あ
る
が
、
刀
傷
を
受
け
た
時
は
下
馬
し
て
い
る
と
傷
跡
か
ら
理
解
で
き
る
。
宗
祖
が
所
有
し
た
馬
六
頭
の
数
は
、
中
世
鎌
倉
時

代
、
名
あ
る
武
士
が
合
戦
と
乗
り
換
え
に
使
用
す
る
馬
数
と
一
致
す
る
。
源
義
経
が
奥
州
平
泉
か
ら
檀
之
浦
ま
で
馳
け
つ
け
合
戦
す
る
に

は
五
・
六
頭
の
馬
が
必
要
で
あ
っ
た
。
茂
原
は
中
世
に
は
飼
い
葉
に
恵
ま
れ
良
馬
を
育
て
る
牧
が
諸
所
に
あ
っ
た
。
現
在
も
南
吉
田
に
は

「
馬
洗
」
の
地
名
が
残
り
、
弓
渡
や
萱
場
に
は
牧
場
が
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
葬
列
什
物
に
太
刀
と
腹
巻
（
鎧よ

ろ
い

）
が
加
っ
て
い
る
。
宗
祖
が
所
持
し
た
太
刀
「
数
珠
丸
」
と
由
緒
あ
る
「
腹
巻
」
で
あ

ろ
う
。
天
皇
・
貴
族
、
上
級
武
士
の
葬
列
に
は
、
太
刀
や
腹
巻
が
葬
列
に
加
っ
て
い
る
。
そ
の
人
の
出
自
、
家
柄
を
示
す
の
で
あ
る
。
宗

祖
の
高
貴
な
出
自
が
考
え
ら
れ
る
。
も
と
も
と
武
士
は
農
民
か
ら
派
生
し
た
階
層
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
農
民
も
一
般
人
も
刀
剣
を
所
有

し
て
も
違
法
で
な
い
。
戦い

く

さ
と
な
れ
ば
農
民
は
刀
剣
を
持
し
て
戦い
く

さ
出
向
く
。
豊
臣
秀
吉
の
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
の
「
刀
狩
令
」

ま
で
は
、
誰
も
が
刀
剣
武
具
を
所
持
で
き
た
。「
論
談
敵
対
御
書
」
に
松
葉
ヶ
谷
と
伊
豆
法
難
の
こ
と
を
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「
相
ニ
語
ラ
ヒ
無
知
ノ
道
俗
ヲ一

令
ムレ
作
サニ
留
難
ヲ一
。
…
…
或
ハ
晝
夜
ニ
打
チニ
私
宅
ヲ一

或
ハ
加
ヘニ
杖
木
ヲ一

或
ハ
及
ブニ
刀
杖
ニ一
。
…
…
謗
法
者
・
邪
見

者
・
悪
口
者
・
犯
禁
者
等
ノ
誑
言
不
レ
知
ラニ
其
数
ヲ一
。
終
ニ
去
年
五
月
十
二
日
戌
時
、
念
仏
者
併
ニ
塗
師
、
厨
人
、
雑
人
等
」（
注

）

下
山
御
消
息
に
は

「
国
主
の
御
用
ヒ
な
き
法
師
な
れ
ば

あ
や
ま
ち
た
り
と
も
科と
が

あ
ら
じ
と
や
お
も
ひ
け
ん
。
念
仏
者
並
に
檀
那
等
、
又
さ
る
べ
き
人
々
も

同
意
し
た
る
ぞ
と
聞
へ
し
。
夜
中
に
日
蓮
が
小
庵
に
数
千
人
押
シ
寄
セ
て
、
殺
害
せ
ん
と
せ
し
か
ど
も
、
い
か
が
し
た
り
け
ん
。
其
の

夜
の
害
も
ま
ぬ
か
れ
ぬ
。」（
注

）

と
あ
り
、
立
正
安
国
論
を
北
条
時
頼
に
上
奏
し
て
四
十
日
後
に
、
松
葉
ヶ
谷
夜
討
ち
は
起
っ
た
。
日
蓮
聖
人
を
「
国
主
の
御
用
ヒ
な
き
法

師
」
と
し
て
、
あ
や
ま
ち
（
犯
行
）
も
無
罪
と
思
い
、
念
仏
者
、
檀
越
に
塗
師
、
厨
人
、
雑
人
が
加
っ
て
、
夜
半
に
殺
害
せ
ん
と
襲
っ
た

の
で
あ
る
。
松
葉
ヶ
谷
草
庵
に
は
、
こ
の
時
代
の
常
識
と
し
て
刀
剣
、
武
具
が
護
衛
用
と
し
て
常
備
さ
れ
て
い
た
。
弟
子
、
信
徒
は
武
具

を
以
て
宗
祖
の
殺
害
を
防
ぎ
、
能
登
房
や
進
士
太
郎
は
負
傷
し
た
と
伝
わ
る
。

日
蓮
聖
人
が
乗
馬
し
た
「
栗
か
げ
の
馬
」、
東
條
景
信
が
宗
祖
を
襲
撃
し
た
時
に
乗
っ
た
馬
の
体
高
は
ど
の
位
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
よ
っ
て
東
條
景
信
の
位
置
と
太
刀
の
振
り
下
す
動
き
・
線
条
が
理
解
で
き
る
。
源
平
合
戦
の
時
代
、
武
将
が
騎
乗
し
た
軍
馬
の
体

高
は
、
平
家
物
語
や
源
平
盛
衰
記
な
ど
の
軍
記
物
を
参
照
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

中
世
に
お
い
て
馬
の
体
高
は
四
尺
（
約

）
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
上
一
寸
、
二
寸
、
三
寸
…
…
と
表
記
し
た
。
四
尺
の
馬
は
小

馬
、
四
尺
五
寸
（
約

）
の
馬
を
中
馬
、
五
尺
（
約

）
の
馬
を
大
馬
と
呼
ん
だ
。
名
だ
た
る
軍
馬
は
六
寸

八
寸
（
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）
の
体
高
を
有
し
、

以
上
の
体
高
あ
る
馬
（
上
位
の
中
馬
）
を
名
馬
と
呼

ん
だ
。
馬
の
体
高
は
胸
椎
骨
の
最
も
高
い
と
こ
ろ
、
背
峰

せ
み
ね

か
ら
垂
直
に
地
面
ま
で
下

し
た
高
さ
で
あ
り
、
後
肢
の
最
上
部
（
百
会

び
ゃ
く
え

）
の
高
さ
と
同
じ
で
あ
る
。
西
洋
馬
の

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ト
・
皐
月
賞
、
日
本
ダ
ー
ビ
ー
、
菊
花
賞
（
平
成
十
七
年
）
の
三
冠
馬

で
あ
る
「
デ
ィ
ー
プ
・
イ
ン
パ
ク
ト
」
の
体
高
は

で
あ
る
。
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ト
の

中
で
は
小
型
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
日
本
馬
の
速
さ
は
ア
ジ
ア
大
陸
を
駆
け
巡
っ
た

蒙
古
軍
馬
と
遜
色
な
か
っ
た
。
し
か
し
十
二
貫
（

）
の
鎧
兜
の
重
さ
が
速
さ
を

遅
く
し
た
。
日
本
で
は
速
さ
よ
り
戦
闘
能
力
を
重
視
し
た
。
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ト
が

に
対
し
、
日
本
和
種
（
木
曽
駒
、
南
部
駒
、
御
崎
馬
）
は

程
度
で
あ
る
。

表１　武将の騎乗した軍馬の体高

体高（メートル法換算）体　高馬　　の　　名武　　将

約142cm７寸青海波（せいかいは）
源　 義 経

約139cm６寸太夫黒（たいふぐろ）

約143cm７寸２分月輪（つきのわ）源　 範 頼

約144cm７寸６分白浪（しらなみ）和 田 義 盛

約145cm７寸８分秩父鹿毛（ちちぶかげ）畠 山 重 忠

約142cm７寸余夕顔（ゆうがお）佐奈田　与　一

約145cm８寸生月（いけづき）佐々木　高　綱

約142cm７寸余目糟毛（めかすげ）平 山 季 重
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合
戦
や
連
続
戦
闘
、
追
撃
戦
は
馬
を
酷
使
し
、
戦
闘
能
力
が
低
下
す
る
た
め
、
馬
上
の
武
士
は
必
ず
乗
替
馬
を
必
要
と
し
た
。
一
人
の
騎

馬
武
者
は
少
く
と
も
四
、
五
頭
の
乗
替
馬
を
用
意
し
た
。
こ
の
一
頭
に
つ
き
口
取
り
、
武
器
武
具
持
ち
、
糧
食
持
ち
、
戦
場
用
具
持
ち
が

付
く
か
ら
全
体
で
十
人
前
後
と
な
る
。

東
條
景
信
は
、
馬
の
体
高
が
お
よ
そ

の
馬
に
騎
乗
し
て
、
身
長

の
日
蓮
聖
人
に
太
刀
で
斬
り
つ
け
た
。
瞬
間
に
身
を
う

し
ろ
に
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
探
傷
を
避
け
た
の
が
小
湊
誕
生
寺
の
祖
師
像
で
あ
る
。
東
條
景
信
が
片
手
は
手
綱

た
ず
な

、
片
手
持
ち
で
二
尺
八
寸

（

）
の
刀
長
の
太
刀
で
宗
祖
を
斬
り
付
け
た
場
合
、
体
を
斜
め
に
延
す
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
時
の
東
條
景
信
と
日
蓮
聖
人
の
距
離

は

位
で
あ
る
。
太
刀
を
両
手
持
ち
で
日
蓮
聖
人
を
襲
っ
た
場
合
（
註
画
讃
）、
景
信
と
日
蓮
聖
人
は

の
距
離
が
あ
る
。
両
手
持

ち
で
斬
っ
た
方
が
致
命
傷
を
与
え
ら
れ
る
。
馬
上
か
ら
の
太
刀
を
身
を
沈
め
て
避
け
た
の
が
、
本
澄
寺
、
註
画
讃
、
本
門
寺
（
側
頭
部
）

の
祖
師
像
で
あ
る
。

小
松
原
法
難
に
お
い
て
頭
部
裂
傷
、
左
肘
骨
折
、
射
疵
、
数
多

あ
ま
た

の
打
撲
を
負
っ
た
日
蓮
聖
人
は
、
不
思
議
に
危
機
を
脱
出
す
る
。
上
野

殿
御
返
事
に
は
、

「
抑
モ
日
蓮
種
々
の
大
難
の
中
に
は
、
龍
ノ
口
の
頸
の
座
と
東
條
の
難
に
は
す
ぎ
ず
。
其
故
は
諸
難
の
中
に
は
命
を
す
つ
る
程
の
大
難
は

な
き
な
り
。
…
…
勧
持
品
に
八
十
萬
億
那
由
侘
の
菩
薩
の
異
口
同
音
の
二
十
行
の
偈
は
日
蓮
一
人
よ
め
り
。
…
…
不
軽
菩
薩
は
杖
木
瓦

石
と
見
ヘ
た
れ
ば
、
杖
の
字
に
あ
ひ
ぬ
。
刀
の
難
を
き
か
ず
。
天
台
・
妙
楽
・
伝
教
等
は
刀
杖
不
加
と
見
ヘ
た
れ
ば
、
是
又
か
け
た

り
。
日
蓮
は
刀
杖
の
二
字
と
も
に
あ
ひ
ぬ
。」（
注

）

と
言
い
、「
命
を
す
つ
る
大
難
」
の
当
事
者
・
東
條
景
信
は
報
恩
抄
に
「
法
華
経
の
十
羅
刹
の
せ
め
（
責
）
を
か
ほ
り
て
は
や
く
失う

せ

ぬ
」
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（
注

）
と
、
鬼
子
母
・
十
羅
刹
女
の
責せ
め

を
受
け
て
早
死
し
た
と
言
う
。
南
条
書
は

「
自
身
も
き
ら
れ
、
打
た
れ
、
結
句
に
て
候
し
程
に
、
い
か
が
候
け
ん
。
う
ち
も
ら
さ

れ
て
い
ま
ま
で
い
き
へ
は
べ
り
。」（
注

）

こ
の
「
い
か
が
候
け
ん
。
う
ち
も
ら
さ
れ
て
」
に
、
筆
者
は
現
代
宗
教
研
究
第
三
十
九

号
『
日
蓮
伝
承
学
よ
り
観
た
「
宗
祖
の
謎
と
き
」

消
さ
れ
た
歴
史
・
日
蓮
聖
人
の

外
護

げ

ご

集
団

』
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
の
外
護
集
団
に
、
非
人
層
の
活

躍
、
特
に
旃
陀
羅

せ
ん
だ
ら

や
山
窩
さ
ん
か

、
そ
し
て
そ
の
出
身
の
山
伏
系
の
人
々
が
日
蓮
聖
人
を
外
護

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
討
死
し
た
鏡
忍
坊
は
彼
等
を
束
ね
る
。
頭
領
で
あ
っ
た
ろ

う
。
藻
原
寺
に
祀
ら
れ
て
い
る
華
経

け
き
よ
う

房
・
日
徳

小
松
原
に
て
鏡
忍
坊
と
共
に
獅
子

奮
迅
と
戦
っ
た
若
き
僧
二
名

は
、
宗
祖
の
外
護
集
団
の
一
員
で
あ
っ
た
。
華
経
房

日
徳
を
一
人
の
僧
と
み
る
か
、
日
徳
が
華
経
房
集
団
を
引
率
し
た
と
考
え
る
か
判
断
が

別
れ
る
。
藻
原
寺
の
勧
請
位
置
を
み
る
と
後
者
と
考
え
ら
れ
る
。
茂
原
の
墨
田
時
光

（
武
蔵
新
曽
の
領
主
）
は
弘
安
二
年
身
延
に
て
出
家
、
日
徳
と
称
し
た
と
伝
わ
る
。
出

家
前
の
墨
田
時
光
の
活
躍
を
後
世
「
日
徳
」
と
称
賛
し
た
も
の
か
？

文
永
七
年
、
清
澄
の
浄
顕
房
・
義
浄
房
へ
与
え
た
「
善
無
畏
三
藏

抄
」
に
は
、「
日
蓮
を
日
本
第
一
の
智
者
」
と
な
さ
し
め
た
虚
空
蔵
菩
薩
、
師
道
善
房
の
報
恩
に

「
此
恩
を
報
ぜ
ん
が
為
に
清
澄
山
に
於
て
仏
法
を
弘
め
、
道
善
御
房
を
導
き
奉
ん
と
欲
す
。
…
…（
道
善
ハ
）
日
蓮
が
教
訓
を
用
ふ
べ
き

人
に
あ
ら
ず
。
然
れ
ど
も
、
文
永
元
年
十
一
月
十
四
日
西
條
華
房
の
僧
房
に
し
て
見
参
に
入
し
時
、」（
注

）

華経房日徳（藻原寺）
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と
あ
り
、
小
松
原
法
難
後
三
日
目
に
裂
傷
の
日
蓮
聖
人
が
華
房
に
道
善
房
を
訪
ね
て
い
る
。
日
蓮
教
団
に
と
り
大
打
撃
の
法
難
に
宗
祖
は

安
全
な
場
所
に
身
を
隠
し
、
治
療
に
専
念
し
た
筈
で
あ
る
。
む
し
ろ
浄
顕
、
義
浄
房
が
道
善
房
を
案
内
し
て
日
蓮
聖
人
の
安
否
を
尋
ね
る

べ
き
で
あ
る
。
善
無
畏
抄
の
「
十
一
月
十
四
日
華
房
訪
問
」
説
は
疑
問
で
あ
る
。

こ
の
法
難
よ
り
一
年
一
ヶ
月
後
に
、
日
蓮
聖
人
は
「
根
本
大
師
門
人
、
日
蓮
」
と
し
て
清
澄
で
法
華
題
目
抄
を
著
し
て
い
る
。

「
文
永
三
年
丙寅
正
月
六
日
於
ニ
清
澄
寺
一
末
時
書
シ
畢
ヌ
。」

こ
の
時
期
に
は
東
條
景
信
が
歿
し
、
地
頭
勢
力
が
半
減
し
た
事
を
新
尼
御
前
御
返
事
に
「（
日
蓮
ハ
）
安
房
ノ
国
東
條
ノ
郡
に
始
て
此
の

正
法
を
弘
通
し
始
メ
た
り
。
随
て
地
頭
敵か
た
き

と
な
る
。
彼
等
す
で
に
半
分
ほ
ろ
び
て
今
半
分
あ
り
」（
注

）

の
状
況
に
な
っ
て
い
た
。

日
蓮
聖
人
伝
承
に
よ
る
と
、
小
松
原
法
難
後
、
宗
祖
は
天
津
の
工
藤
館
に
て
治
療
、
小
湊
岩
高
山
に
て
老
婆
よ
り
の
綿
帽
子
に
て
傷
を

愈
し
、
勝
浦
名
木

な

ぎ

の
寂
光
寺
に
避
難
さ
れ
七
日
の
説
法
を
さ
れ
た
。
現
在
、
県
指
定
天
然
記
念
物
の
椎
の
大
樹
が
あ
る
。
当
地
の
有
力
者

の
拠
点
で
あ
っ
た
。
名
木
を
北
上
し
長
南
氏
の
館
（
本
詮
寺
）
に
十
四
日
間
逗
留
し
長
南
一
族
と
村
民
を
教
化
す
る
。
小
松
原
に
同
道
し

た
下
野
阿
闍
梨
日
忍
が
本
詮
寺
を
開
創
す
る
。
こ
の
地
か
ら
笠
森
観
音

茂
原
斉
藤
兼
綱
邸
ま
で
は
、
本
詮
寺
近
く
に
定
住
す
る
山
窩
・

非
人
の
「
道
々
の
人
々
」
が
外
護
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
藻
原
、
中
山
の
富
木
館
を
拠
点
と
し
て
宗
祖
は
、
文
永
二
年

四
年
迄
、
房

総
、
茨
城
、
栃
木
、
福
島
ま
で
布
教
に
歩
か
れ
る
。
福
島
日
偉
師
は
「
茨
城
の
教
線
を
行
く
・
上
巻
」
に
て

「
鏡
忍
坊
は
も
と
後
鳥
羽
天
皇
父
子
御
三
代
に
仕
え
た
北
面
の
武
士
で
あ
る
。
鏡
忍
坊
の
故
郷
は
今
の
福
島
県
、
奥
州
白
河
で
白
河
八
郎

と
言
っ
た
。
…
…
常
陸
の
稲
田
は
親
鸞
教
団
の
本
陣
で
あ
る
。
建
長
六
、
七
年
頃
、
親
鸞
の
長
男
善
鸞
は
或
本
で
は
第
三
子
の
慈
信
と

も
云
っ
た
と
あ
る
。
高
田
派
専
修
寺
で
発
見
さ
れ
た
「
慈
信
房
義
絶
状
」
は
、
こ
の
事
情
を
語
る
。
こ
の
事
件
の
前
後
に
出
て
来
る
人

物

新
鸞
教
団
の
弟
子

教
忍
房
は
日
蓮
の
教
化
を
受
け
て
転
向
し
、
鏡
忍
房
と
宗
祖
か
ら
一
字
改
名
を
賜
は
る
。
…
…
教
忍
房
は
親

鸞
が
稲
田
を
去
り
京
に
帰
る
頃
入
信
、
三
十
五
か
ら
三
十
八
歳
の
年
代
で
あ
る
。
親
鸞
よ
り
二
十
五
歳
若
い
。
小
松
原
法
難
は
日
蓮
聖
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人
四
十
三
歳
。
殉
難
し
た
鏡
忍
房
は
六
十
八
歳
。」（
取
意
）

と
述
べ
て
い
る
。
福
島
師
は
何
の
資
料
に
依
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
興
味
あ
る
指
摘
で
あ
る
。
宗
祖
自
身
の
身
替
り
と
な
り
殉
難
さ
れ

た
鏡
忍
房
の
故
郷
が
奥
州
白
河
な
ら
ば
、
日
蓮
聖
人
は
必
ず
訪
れ
る
筈
で
あ
る
。
そ
の
途
次
に
巡
教
さ
れ
た
の
が
、
下
野
国
（
栃
木
）
で

あ
る
。
日
蓮
聖
人
の
弟
子
、
日
目
上
人
の
両
親
、
新
田
重
綱
と
母
・
尼
蓮
阿
の
本
貫
地
は
下
野
国
下
都
賀
郡
小
野
寺
で
あ
る
。
栃
木
宇
都

宮
妙
正
寺
は
宗
祖
が
宇
都
宮
公
綱
の
姉
（
妙
正
）
を
教
化
し
、
小
松
原
法
難
の
翌
年
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
に
開
創
さ
れ
る
。
宗
祖

の
檀
越
・
秋
本
太
郎
左
衛
門
勝
光
は
宇
都
宮
家
の
一
族
で
あ
り
、
宇
都
宮
景
綱
も
秋
本

氏
も
共
に
蒙
古
来
襲
に
際
し
九
州
博
多
に
出
陣
し
て
い
る
。
下
野
に
宗
祖
と
同
行
し
た

摩
訶
一
阿
闍
梨
日
印
は
、
君
島
備
中
守
平
綱
胤
の
母
を
教
化
し
、
同
じ
文
永
二
年
に
妙

金
寺
を
建
立
す
る
。
栃
木
に
は
文
永
二
年
日
蓮
聖
人
が
教
化
し
た
跡
を
弟
子
が
法
華
堂

を
建
立
し
て
い
る
。
塩
谷
郡
藤
原
の
清
隆
寺
は
、
同
じ
文
永
二
年
下
野
阿
闍
梨
日
忍
に

よ
り
建
立
さ
れ
、
宗
祖
の
腰
掛
石
が
護
持
さ
れ
て
い
る
。
下
都
賀
の
上
田
寺
も
開
基
は

宗
祖
、
日
忍
に
よ
り
建
立
さ
れ
る
。
佐
野
の
本
山
、
妙
顕
寺
と
妙
音
寺
は
美
濃
阿
闍
梨

天
目
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
る
。
更
に
伝
承
に
よ
る
と
那
須
黒
羽

く
ろ
ば
ね

の
大
関
公
の
姫
の
因
縁

消
滅
に
宗
祖
が
祈
願
す
る
と
、
大
石
の
中
か
ら
金
毛
九
尾

き
ん
も
う
き
ゆ
う
び

稲
荷
が
顕
現
し
た
と
言
う
日

蓮
聖
人
の
「
数
珠
割
石
」
の
霊
跡
が
残
っ
て
い
る
。
以
上
の
如
く
、
小
松
原
法
難
後
の

文
永
二
年
か
ら
文
永
四
年
迄
は
、
日
蓮
聖
人
の
布
教
活
動
は
不
明
で
あ
る
が
、
以
上
の

伝
承
さ
れ
る
各
地
に
巡
教
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
文
永
五
年
、
蒙
古
来
襲
の
動
き

を
察
し
て
、
日
蓮
聖
人
は
鎌
倉
に
房
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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（
注
１
）
拙
論
「
日
蓮
聖
人
の
外
護
集
団
」
現
代
宗
教
研
究
第
三
十
九
号
を
参
照

（
注
２
）
四
條
金
吾
殿
御
返
事

一
三
六
三
頁

（
注
３
）
可
延
定
業
御
書

八
六
二
頁

（
注
４
）
当
世
念
仏
者
無
間
地
獄
事

三
一
一
頁

（
注
５
）
寂
日
房
御
書

一
六
六
九
頁

（
注
６
）
安
国
論
御
勘
由
来

四
二
三
頁

（
注
７
）
呵
責
謗
法
滅
罪
抄

七
八
五
頁

（
注
８
）
撰
時
抄

一
〇
一
九
、
一
〇
四
九
頁

（
注
９
）
曽
谷
入
道
殿
許
御
書

九
〇
〇
頁

（
注

）
妙
法
比
丘
尼
御
返
事

一
五
六
二
頁

（
注

）
清
澄
寺
大
衆
中

一
一
三
五
頁

（
注

）
南
條
兵
衛
七
郎
殿
御
書

三
二
六

七
頁

（
注

）
弥
源
太
殿
御
返
事

八
〇
六
頁

（
注

）
行
敏
訴
状
御
会
通

五
〇
〇
頁

（
注

）
聖
人
御
難
事

一
六
七
三
頁

（
注

）
紀
野
一
義
著
「
日
蓮
」

（
注

）
報
恩
抄

一
二
三
九

四
〇
頁

（
注

）
四
信
五
品
抄

一
二
九
九
頁

（
注

）
種
々
御
振
舞
御
書

九
七
三
頁
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（
注

）
本
圀
寺
年
譜
・
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
第
十
七
号
所
収
十
八
頁

（
注

）
貞
和
元
年
の
天
皇
は
光
明
天
皇
で
、
光
厳
は
法
皇
で
あ
る
。

（
注

）
中
尾

堯
著
「
日
蓮
」
九
二
頁

（
注

）
波
木
井
殿
御
報

一
九
二
四
頁

（
注

）
論
談
敵
対
御
書

二
七
四
頁

（
注

）
下
山
御
消
息

一
三
三
〇
頁

（
注

）
上
野
殿
御
書

一
六
三
五
頁

（
注

）
報
恩
抄

一
二
四
〇
頁

（
注

）
南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
書

三
二
六
頁

（
注

）
善
悪
畏
三
蔵
抄

四
七
四
頁

（
注

）
新
尼
御
前
御
返
事

八
六
八
頁


